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研究成果の概要（和文）： 

1) 意味システム論としてのコミュニケーションシステム論を、特に従来の社会学での制度

概念とのつながりと複数の分野への応用しやすさに注目して、理論的に再構築した。 
2) 1)の成果を都市の生成に適用することで、都市の自己生成の形態を、自己産出的な意味

システム論の視点から明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  1) theoretical reconstruction of the communication-system as meaning-system 
    2) redescription of self-generating patterns of the cities from the viewpoint of 

autopoietic meaning-system  
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１． 研究開始当初の背景 
 
 社会記述の方法論はさまざまな模索を重
ねてきたが、最近の大きな理論的革新として、
ドイツの社会学者、ニクラス・ルーマン
Niklas Luhmann による自己産出的なコミ
ュニケーションシステム論の提唱がある。 
彼の著作が英語や日本語で翻訳されつづ

けているように、これは最新の社会学理論と
して、社会科学の個々の専門分野を超えたグ
ローバルな影響力をもちはじめている。けれ
ども、意味システム論の発想からの再編成が

あまりに革新的かつ急速だったために、さま
ざまな課題を未解決のまま残した。なかでも
特に大きな欠落といえるのは、具体的な事象
におけるシステムの同定基準である。 
ルーマン自身による理論構築はこの点で

大きく一貫性を欠いていた。そのため、最も
重要な「何がシステムにあたるのか」が恣意
的になってしまった。それゆえ、システム論
の概念を経験的にどの程度あてはめられる
かも、不明確なままになっている。 
ルーマンのシステム論は理論的な試みと

しては多くの注目を集めながら、経験的な分
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析を進める研究者からはしばしば「よくわか
らない抽象論」と見なされ、理論モデルとし
て十分に普及・発展してこなかった。その主
な理由もここにある。 
 研究代表者は早くからこの問題の重要性
を指摘し、コミュニケーションシステム論を
新たに定式化する作業を進めてきた。このう
ち、理論社会学的な部分については、すでに
ある程度の成果をあげたと考えているが、経
験的な記述や分析に本格的に応用していく
ためには、理論的な再構築とともに、個々の
事象からの帰納的アプローチが欠かせない。
わかりやすくいえば、どんな対象にどの程度
あてはめられるのか、あてはめることによっ
てどんなことが新たな知見として加わるの
か。それらの見通しを理解しやすい形で示し
た上で、実際に具体的な対象を題材に使って、
実践的にやってみせる必要がある。 
 そのための実験的な試みとして、本研究で
は都市をとりあげて、組織、法、マスメディ
ア、科学などの他のシステムの経験的な記述
と比較しながら、その自己生成のあり方を分
析することにした。そして、上記の一連の作
業を通じて、コミュニケーションシステム論
と都市の社会学的記述の双方の可能性と限
界を見定めることをめざした。 
 
 
２． 研究の目的 
 
 主な研究目的は二つである。 
第一は、さまざまな自己産出的な社会的事

象を、特に意味の境界作用に注目して適切に
記述できるコミュニケーションシステムの
理論モデルを構築することである。 
第二は、それを具体的な都市生成に適用し

て、意味システム論的アプローチの記述性能
を検証することである。 
 
 
３． 研究の方法 
 
 第一の目的に関しては、ルーマン自身のを
ふくめて、自己産出論とコミュニケーション
システム論の既存研究を参照しながら、それ
らの可能性と問題点を整理し、見通しのよい
理論モデルを新たに構築する。 
そのためには、システム論の抽象的な概念

を明確に定式化するだけではなく、「複雑性
の縮減 reduction of complexity」や「作動的
な閉じ operative closure」などの、魅力的だ
があつかいづらい命題群がどの程度一般的
に使えるか、裏返せば、どこで使えなくなる
かを、体系的に提示することが必要になる。 

また、従来の社会学で展開されてきたシス
テムや制度の概念とどの程度重なり、どこで
決定的にちがってくるかを、一覧性のある形

で示すことも欠かせない。 
第二の目的に関しては、日本と欧米の代表

的な都市の発展を調べた既存研究を参照し
つつ、現地でのフィールドワークも行って、
その生成のパターンをとらえる方法論を確
立し、経験的な再記述を進める。 
ルーマン自身のシステム論は、彼がもとも

と専門としていた組織と法を主な参照枠と
して構築された。特に、自己産出的なシステ
ム概念では、組織が事実上の標準になってい
る。そのため、組織を離れれば離れるほど、
システム概念の適用可能性や限界がぼやけ
る。その典型といえるのが「全体社会システ
ム societal system (Gesellschaftssystem)」
である。 
都市は、「全体社会システム」とはまたち

がった意味で、重要な境界事例になる。全体
社会とはちがい、都市は経験的に境界をもつ。
その一方で、地形や工学的インフラストラク
チャーなどの、物理的な制約条件によって強
く規定されている。それゆえ、意味システム
論の適用限界を見定める上で、格好の実験材
料になる。 

ただし、そのためには、意味、より正確に
いえば、意味的な境界作用に直接出てこない
物理的な条件をも、適切に視野に入れておく
必要になる。それには都市社会学はもちろん、
都市史や地理学、さらには都市計画、建築、
交通工学などの既存研究の成果をある程度
理解し、使いこなせることが欠かせない。 
 
 
４． 研究成果 
 
(1) 第一の目的に関しては、ルーマンが提唱
した自己産出的なコミュニケーションシス
テム論を再構築して、特にシステム同定基準
を一貫的にあたえられる理論モデルをつく
った。もちろん、これも今後さまざまな形で
改良されていくべきものだが、従来にない論
理的な明確性をもたせることで、将来の改良
可能性も見通しやすくした。 
 
(1.1) その成果は主に『社会学の方法』（５．
参照、以下で書誌情報を省略した著作・論文
は５．に記載されている）の後半部で公表さ
れている。これは直接には佐藤俊樹『意味と
システム』（勁草書房、2008 年）での成果を
さらに発展させたものだが、特に内部観察
internal observation と自己論理 autology 
(Autologie)を基本的な視点として全体の制
約条件にした上で、「複雑性の縮減」や作動
的な閉じなどの、ルーマンがシステム論に導
入した、魅力的だが適用限界が不明確な命題
群を再定義しつつ、意味の事後成立性を鍵概
念にして、時間を必然的にふくむシステムと
して、コミュニケーションシステムを新たに



 

 

定式化した。 
 特に現代社会論でも重要な論点となって
きた「機能的分化 functional differentiation」
をめぐっては、組織システムと機能システム
の複合のあり方について、従来にない視点か
ら新たな定式化ができることを示した。また、
そこでも時間が重要な位置を占めることを
明らかにした。 
 
(1.2) これらの成果の応用・発展として、「サ
ブカルチャー／社会学の非対称性と批評の
ゆくえ」ではサブカルチャーを、『社会は情
報化の夢を見る』の特にその終章では情報化
社会と呼ばれる現象を、それぞれ主な題材に
使って、社会科学の専門家以外にも普及しや
すい形で再編成して公表した。 
また、社会学の専門家向けのものとしては、

書評論文の応答の形で、「『意味とシステム』
書評へのリプライ」にまとめて、理論的な再
構築における論点がより明確に伝わりやす
くなるようにした。 
 
(1.3) また(1.1)の定式化を通じて、自己産出
的なコミュニケーションシステム論と従来
の社会学で展開されてきた制度論、特にマッ
クス・ウェーバーやゲオルク・ジンメル、ロ
バート・マートンらによる経験的な分析との
連続性と不連続性を明確にできた。 
 こちらの成果は主に『社会学の方法』前半
部で公表されている。社会学的思考を歴史的
に跡付ける作業では、これまで、タルコット･
パーソンズ以降を展望できる包括的な視座
が提案されてこなかったが、これはその欠落
を埋める作業にもなっている。 
 
(1.4) "Functionalism :Its Axiomatics"で、上
記の成果の一部を英語でも公表した。 
 
 
(2) 第二の目的に関しては、組織や他の機能
システムなど、複数の分野に横断的に適用で
きる範例をつくるとともに、日米欧の代表的
な都市の生成パターンを形式言語の視点も
使いながら比較対照することで、自己産出的
な意味システム論の適用可能性と制約条件
を明らかにした。 
 
(2.1) 分野横断的な範例については『社会学
の方法』第 10-11 章で述べたほか、「オート
ポイエティック・システム論から組織を見
る」では、経営学・組織科学の既存パラダイ
ムとの関連に焦点をあてて、自己産出的な意
味システム論の可能性と限界とを明らかに
した。 
また、「階層帰属の意味論」では、再帰性

の概念が階層帰属意識の解釈にも応用でき
ることを示した。 

 
(2.2) 都市の時間的な生成パターンへの適用
については、独自に論文「中間考察：都市生
成の意味論と形式言語」としてまとめた。こ
のなかでは、二次元セル・オートマトンなど、
数理科学系の自己産出論が応用できる条件
がどんな形で成立するかを明らかにするこ
とを通じて、理工学系の分野までふくめた自
己産出的システム論の広がりと、そのなかで
社会学的な意味システム論が占める位置を
明確にした。 
さらに、その成果の一部を『社会学の方法』

前半部での都市史的な考察に用いて、社会学
と都市との関連性に新たな光をあてること
ができた。 
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